




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































<小噺><小噺番号num＝''3'，><キー ワー ド×キー ></キー ></キー ワー ド＞
<本文レコード＞
<行番号pos="M''num=''11''>△かいさうのく傍記素fg=''OFF''>類く/傍記素×傍記>たくひく/傍記>におく傍記素
fg=''OFF''>期く/傍記素><傍記>こく/傍記>といふく傍記素fF''OFF''>藻く/傍記素><傍記>もく/傍記>あり。かのおごも
よくく傍記素fg="OFF''>食く/傍記素><傍記>しょくく/傍記＞
<行番号pos=''M''num=''12''>をす〉むる<傍記素fg=''OFF''>功能く/傍記素><傍記>こうのうぐ/傍記>あり。さて
ぞく傍記素fg=''OFF''>武家く/傍記素×傍記>ぷけく/傍記>のく傍記素fF''OFF''>台所く/傍記素><傍記>たいところく/傍
記>に、〈傍記素ig=''OFF">飯く/傍記素×傍記>めしく/傍記>をはからひ
く行番号pOg=''M''num=''13''>もり、人にす〉むるく傍記素睦''OFF''>役者く/傍記素×傍記>やくしやく/傍記>を
おごとはいふならし。
</本文レコード＞
</小噺＞
〈小噺><小噺番号num＝”4"×キーワード><キー></キー></キーワード＞
<本文レコー ド><行番号Pos=''M''num=''14">△よろつ物のむさき事をきたないとハいかに。北は水の
<行番号pos=''M''num=''15">方なり。水なければ万物きよからす。しかるあひた、水な
く行番号pos=''M"num=''16">いといふになそらへ、きたないといふかや。
</本文レコード＞
</小噺＞
図9SGMLマークアツプ例（噺本大系）
5．国文学電子資料館システム
国文学電子資料館システムは、目録データベース、画像データベース、動画
データベースなど、多様なデータベースから構成される。現在、目録データベ
ース、画像データベース、および全文データベースが構築（あるいは大型計算
機上からワークステーション上へ再構成）中である。このうち、目録データベ
－44－
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－スと画像データベースは関連づけられており、いわゆるマルチメディアデー
タベースシステムとなっている。
5．1目録データベース
現在の目録データベースは大型計算機上で運用されているため、サービス時
間が制限されており、これが海外からの利用の障害となっている。ダウンサイ
ジング化が終了すればサービスの24時間化が可能になるので、この問題は早晩
に解消されると考えている。
目録データベースの欠点は、所在がわかっても資料そのものにアクセスでき
ないことである。雑誌などとは異なり、国文学資料は稀少でありかつ偏在して
いるので、これは遠隔地（あるいは海外）の研究者にとっては大きな問題であ
る。この問題を解消する手段として、目録・画像マルチメディアデータベース
の開発を行っている。目録データは大型計算機上のデータをワークステーショ
ン上に再構築中である。再構築の基本的な方法は、4章の全文データの変換法
と同じである。
5．2国文学研究支援イメージデータベース
画像データベースは、国文学研究資料館蔵資料のマイクロフイルムから作成
している。これらの資料は館蔵であるため所蔵権等の問題はない。一方、国文
学研究資料館マイクロ資料は、第三者の資料をマイクロフイルム化したもので
あり、電子的公開を行うためには様々な権利問題を克服する必要がある。
画像データは、白黒2値、解像度をA3換算600DPIでデジタル化を行い、
G4圧縮を行った上でTIFF形式でCD-ROMへ蓄積されている。現時点で、約
600,000コマ(CD-ROMで約1200枚）のデジタル化が終了している。これは館
蔵資料の約60％に相当する。
画像データは5.1の目録データベースと連携している。利用者は最初に目録
－45－
データベースを検索して資料の存在を確認し、ついでデータベース間のリンク
を辿って画像データへアクセスする。データベース間のリンクにはマイクロフ
イルムの請求番号を利用している。図10に開発中のシステムの例を示す。
この画像データの特徴は、目録から画像という一方向のリンクではなく、画
像から目録へのリンクも可能なような仕掛けを有している点である。具体的に
はTIFFデー タ仕様におけるタグOxlOd(DocumentName)の内容を、請求番
号で置き換えている。画像ピュアがこの情報を処理できれば、最初に画像デー
タを眺めていて、興味のある画像を見つけたときにリンクを辿って目録情報を
参照することも可能となる。
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図10目録一画像データベース
5．3全文データベース
国文学研究資料館には、KOKIN規則あるいはそれに準じた全文データベー
－46－
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スとSGMLに基づいてたデータベースの、2つの種類の全文データベースが併
存している。これまではKOKIN規則による電子化が中心であったが、前述の
ようにKOKIN規則用のツールは簡単な語彙解析プログラム程度であり、デー
タを様々に加工することが困難である。これに対してSGML化されたテキスト
データには高度な処理を容易に施すことができる。またKOKIN規則には構文
に暖昧性があるなどの問題点も明らかになった。
検索システムにも問題がある。現在KOKINテキストデータのサービスを行
っているデータベースシステムは関係データベースモデルに基づいたものであ
る。関係デー タベー スシステムには、SQL(StructuredQueryLanguage)や
QBE(QeryByExample)などエレガントな数理モデルに基づいた、標準的
な問い合わせ機能があるが、これらはテキストが有する階層性などの複雑な構
造を素直に扱うことができない。そこで、SGMLと同じデータ構造を扱える問
い合わせ言語としてDQL(DocumentQueryLanguage)の開発を試みた
[Shibanol992]｡DQLの記述モデルにはSQLのキー ワー ドをそのまま利用した
が、評価部分にはテキストの階層構造や反復構造を処理できるような拡張を施
した。DQLの問い合わせ記述能力は強力であったが、SQLの記述モデルを踏
襲しているため、問い合わせ式が非常に複雑になってしまい、実用化には至ら
なかった[Haral993]･
その一方で、高速文字列検索装置やプログラムが利用できるようになり、日
本語SGMLデータを扱える製品も販売されるようになった。そこで、図llに示
すような、文字列検索プログラム(OPENTEXT)を利用した全文データベ
ースシステムの開発に着手した。
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図11全文検索画面の例
6．デジタルライブラリ用のユーティリティ
電子資料館用のユーティリティとしては、漢字サーバと電子書斎システムが
計画されておn、このうち漢字サーバは開発中である。漢字サーバは外字フォ
ントと漢字怖報を提供することを目的としたデータベースある。
6．1漢字サーバ
古典作〃iを電子翻刻する際の大きな障害が電子化文字の不足である。必要な
文字数は研究者により異なるが、おおよそ5万文字以上というところが一致し
た見解のようである。これに対して12,546文字がJISコードとして制定されて
－48－
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いるに過ぎず、そのうち実際に使えるのは6,355文字である[Lundel993]。し
たがって、電子翻刻を行っている研究者は、必要に応じて独自の漢字集合（い
わゆる外字集合）を定義して使わざるえない。国文学研究資料館においても、
約2,000文字の外字集合を定義している。フォント数は画面表示と印刷用に約
10,000ほどが用意されている。大型計算機システムには、外字を表示するため
の特別なユーティリティがあり、館内の専用端末では外字を表示することが可
能であるが、それをインターネット経由で館外の一般端末から見ることは困難
であった。
新しい電子資料館システムでは外字をSGMLの外部一般実体参照(External
GeneralEntity)として扱っている｡国文学研究資料館では外字を4桁の16進
コードで管理してきた。新しいシステムでも、このコードをそのままSGMLデ
ータ内の外字同定用コードとして利用している。具体的には、外字であること
を表す開始記号列"&K"に、外字コードである4桁の16進コード、最後に外
部参照の終わりを示す記号“;”で表現される。例えば"OxF4E4"で管理され
ていた外字をSGMLテキストデータ内で利用する場合は"&KF4E4;"となる。
この一般外部参照実体は、データ処理の過程で2通りの処理が行われる。1
つはコンソール上に外字を表示する場合である。Webサーバ上のCGIプログラ
ムが、SGMLテキストデータを表示用のHTML(HyperTextMakrup
Language)データに変換する過程で外字を参照する一般外部参照実体を発見
すると、これを外字コードに対応した画像ファイル名に置き換える。この画像
ファイル名が示すファイルには、対応する外字の画像データがGIF形式で蓄積
されている。もう一つの処理は、外字を印刷するものである。版下作成用
DTP(DeskTopPublishing)プログラムがSGMLテキストデー タをLaTeXデ
ータに変換する過程で外字を参照する一般外部参照実体を発見すると、これを
外字コードに対応した画像ファイル名に置き換える。この画像ファイル名が示
すファイルには、対応する外字の画像デー タがPostScript形式で蓄積されてい
－49－
る。図12に外字の処理過程を示す。
一般外部実体参照（例えば&KF4E4;)とIIIIi像ファイルの関係は簡単なテー
ブルで管理されており、CGIおよびDTPプログラムはこのテーブルを参照して
いる。このテーブルを拡張して、外字に関するヨミ、凹数、偏と労、出典など
の多くの属性を管理するデータベースに拡張したものが漢字サーバである。電
子翻刻における漢字処理は、手書体漢字を活字体に変換する過程でもあり、｜則
定作業が主要な作業である。漢字サーバには外字の典拠情報が登録されるので、
研究者にとっては利用価値の高いユーティリティとなる可能性を持っている。
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図12外字データの参照法
6．2電子書斎システム
これまでの研究開発の経験から、電子資料館システムだけでは人文系研究者
の研究活動を支援できないことが明らかになってきた。これまで述べてきた電
子資料館システムは、生のデータを蓄積し提供するためのセンター側の仕掛け
である。ところが研究者が必要とする情報の多くは、研究者の個人的な環境下
で生成され蓄積されている。したがって、研究者の個人研究環境を支援できる
－50－
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システム、つまり研究者のコンピュータとセンターコンピュータを有機的に結
合し、センターから生のデータを簡単に引き出し、加工し、研究成果をセンタ
ーに登録できるようなシステムの開発が必要であると考えるようになった。こ
のような支援システムは一般的に電子的コラボレーションシステム
(collaborationsystem)と呼ばれるが、ここでは個人環境を強調する意味で
｢電子書斎システム」と呼ぶ。本システムの研究開発は開始されたばかりであ
り、画像注釈システムとバージョン管理機構の開発が検討されている（図13)。
?
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図13電子書斎システムの構想
画像注釈システム
画像注釈システム(ImageAnnotaionSystem)は、画像デー タ上の任意の
位置あるいは領域に構造化されたテキスト情報を付加し参照する仕掛けである。
テキスト情報は画像上の座標で管理され、同時に画像情報はテキストのインデ
クス情報として管理される。
画像注釈システムの基本的なシナリオは電子翻刻の支援である。研究者が電
-51-
子翻刻を行う場合、翻刻の元となる底本、幾つかの異本、更に参考資料を利用
する。画像注釈システムは、資料間の関係付けを画像上の位置情報とテキスト
情報で管理しようとするものである。例えば、底本の特定の文書を異本の対応
する場所と関連づける場合、それぞれの位置に同じキーワードあるいはコード
を付与する。特定の画像の特定の文書に関連した情報を追跡するには、その位
置の付加されたテキスト情報を辿る。画像注釈システムの別の利用法は画像検
索である。画像の各構成要素に説明文を付加しておくと、例えば「画像の中程
に山があり、山の上には雲が浮いている」画像を、位置情報とテキスト情報か
ら検索することが可能となる。
バージョン管理機構
国文学研究資料館では積極的に電子翻刻を行っているが、全ての資料を翻刻
することは不可能である。将来的には各研究者が翻刻した成果を登録するよう
になると考えられる。さらに、電子翻刻データを利用した二次成果物が大量に
生成されことが想像される。そのような場合に問題となるのが、データの品質
管理と資料の利用関係・派生経過の明確化である。バージョン管理機構は、デ
ータの生成過程を登録する仕掛けである。
基本的な考え方は、国文学研究資料館を経由するデータにはオリジナルデー
タ、加工を行った者の同定、加工の概要などを記述したヘッダ情報の付与を義
務づけ、全データの履歴や派生を樹形図として袴理する、というものである。
データの利用者は、例えば誰が作成したデータを誰が加丁したというような情
報を参考にして、データの質や信瀝性を評価することができる。ヘッダ情報の
種類や記述法は検討中であるが、TEIヘッダの拡張を想定している
[Sperberg-McQueenandBurnardl994]。
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7．まとめ
国文学研究資料館では、電子資料館システムの実現に向けて、システムの再開
発を進めている。標準化マークアップはその中心的な課題であり、SGMLをそ
の基礎に据えて、データの変換作業を進めている。再開発は途上であるが、目
録データベース、全文テキスト、および画像データベースの一部が完成し、試
行段階にある。
本報告は1998年度コンピュータ国文学シンポジウムにおいて発表したものを
基本としている。
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